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Abstraet

supercedingthecordattendant boards which werein an extensive use with

privatebranchautornaticexchangethecordlessattendantboardshaverecentlycome

intopracticalservice,Which make no use of cords,jacks,plugs,etC･but only

requireasimplekeyoperation･Thiscordlessattendantboard,beingclassedunder

semiautomaticexchangesystem,hasfeaturedthe
manual･operation reduced to a

minimum.fIitachiI.td･haslatelycompletedasuperiortypeofthecordless
atten-

dantboardstotheorderofNagoyaElectricRailroadCo･,I･td･Thewritersmakea

detailedreport on this unit･

[Ⅰ]績

自動式楢川交換機加入

盲

局線との接続は従来i･まプラ

グ､コ【ドを操作して､ジャ＼二′クを使用する有紐式巾枢

台が大部分恥､られた.--ところが近来扱者が電鍵の丸を

操作することによ.り､プラダ､コード､ジャック を使

用しないで接続出来る無紐式中継台が出現するに至つ

た】無紐式中継台ほ別名を半自動交換機と呼ばれる様に

扱者の操作をなるべく少くして､自動的に接続し得る如

く考案されたものである,

無紋式中継台は従来も屡々製作されておったが､今旧

その中の索線式の際畔形とも称すべき無紐式中推台を名

古屋鉄道株式会手心こ納入したのでこれについて紹介す

る′1

｢1【]有紐式中稚台と無紐式中継台との比較

本論に述べる無紐式中継台ほ扱者の 鍵操作により､

空いた国税を自動的に接続回路が選択する索線式を使用

してをるので､それと有紐式l-11継台について比較する｢

その動作機能を対■照すると第1表の通りである〔

責の如く対応した操作が考えられるが､有紐式｢ト継台

の万が手数がかかることほ明かである･-∵許し乍ら有紐式

* **
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Fifミ.1.(A〕Cordle､S･S AttendantI∃oards for the

Nagoya Electric Railroa(lCo.,Lt(l･

中継台はプラグの操作で耐掛こ接続 ､その他の共同動

作を行い得るが､無紐式｢-11継台でほ接統括に多少手数を

要し､文共同操作も比較的行し い√ 叉無印:式中斜野手は
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Fig

n
Ⅷ 顛紐中継台リレ←グループ

Relay Group of Cordless

Attendant Board

の遠択機能を自動的に行う為､機構が複雑となり､

高価になってをるのほやむを得ない｡

[m]本 中 経 台 の 特 色

未申継台の外観図は第l図の通りであって､その正面

パネルにレビータ用のラインランプを具え､電鉄鮭にほ

その右側にインパルスセンダ用押釦及び補助ダイヤルを

その正面にほ接続回路用 鍵及び監視ランプ｡話-~P表示

ランプを具えてをる｡その中継方式ほ第2図の逼りで､

一扱者の操作する中継台本体と中継台附属接続回路用リレ

ーグループ､局線用レピ㌧-タ(発着両用及び発信専用)

一内線用レビータより構成される｡その各々の実装､容量

ほ第2国に数字で示してある｡

中継台附属接続回路用リレーグループは扱者の操作に

第34巻 第6号

∵
=
=

第1図(C)

Fig･1･(C)

森組中社台局線用レビータ

StationLine Repeater of

Cordles3Attendant Board

よる接続復旧機能を行い､局線用レビータは局線の発着

信機能を司り､内線用レビータほ内院よりの扱者呼出に

用いられる｡

本国で分る如く中継台接続回路は局線側と内線側に分

けられてをる｡発着信とも所要レビーダの選択には図の

如くロータリースイッチを利用した索昧式無税中継台で

ある｡これ等のリレーグループ､レビータは本体と別に

装置される｡

以下その各々の壇籠について説明する｡

中継合間属接続回路用リレーグループ

局線柳選択回路でほ発信の際未使用中の局線回路を選

択する必要がある｡この選択機能ほ一段のA形自動交換

イ
●

ンイラの じた第3図の如き機能を用いてを

る｡図に示す接点at及びbtは局線側電鍵の補助リレ

←の接点でatは必ずbtより先に働作する｡Caも同様

な補助リレーの接点である｡従ってこの図のRT線に於

第1表 有紐中准台と無紐中継台との動作壊能の対照

Tablel･Comparison of Function b3tWeen Cord and Cordless Attendant Boards

有 ;紐 式 中 継 台着信表示があれば着信回線ジャックを探すL

未使用

中の接続粒を探し､そのプラグを着信回線ジャック

に挿す｡

無 紐 式 中 継 台

着信表示があれば未使用接続回相の着信側電鍵を倒

す｡そうすると自動的に着信回線をその接続回瀬が

捕=挺する｡

発 発信打線(局線)ジャック中の空いているものを探 未使用接続回瀬の発信側電鍵を倒せば自動的に末使

し､未使用接続紐を探し､そのプラグを挿す｡ 用局線回路を捕捉する｡

復旧;復旧操作はプラグを挿入してあるジャックより抜く.復旧操作は復旧電鍵を倒す｡
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Fig.2.TrunkingDiagramof Cordless Attendant Boards

て使用中の回線ほ勉気しておけば使用中の回線端子にほ

ロータリースイ､ソチのワイパ←は停止せず(･こ､未使用の

図録端子上に自働的に停止する｡椅局線側の回路は応答

側と発信側に端子が分れているから､応答側端刊こは停

>･
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貸･3図 接続回路の 局線撰択機能

Fig.3.Connection CircuitFacilityfor Selec-

tion of Trunk Line

止せぬ如く､ロータリ←スイッチのレベル

を4レベルとしてその4レベル目の応答側

端子を図の如く複式i･こ結んで発信側 鍵で

地気しておけほ発信の時はこの端子上には

停止しない｡

選択機能も着信表示回線以外のレピ

ー･タは捻べてRT線を地気しておけば､上

記の機能により着信回線を捕捉する｡叉こ

の際は4レベル目の発信側端子は図の如く

複式に結んで地気されるので､着信側電鍵

を倒した時ほ発信側端子を捕捉することは

ない｡

これと同じ機能が内線側匿も具えられて

をる｡

局線に対する応答､発信何れの場合でも

電鍵を倒して始めて回転電磁石が動作し､

KTリレーが動作すると電磁石ほ動作をや

カ以後KTリレ←はレビータのRT録の地気で自己保持

するので､比のリレーを利用すれば､電鍵応答以後保持

という原則に則ることが出来る｡已内線加入者が通話終

了後受話器を掛けると局線に対する閉回路を開くフック

レリ←ズ機能にもKTリレーは利用し得る｡

内線加入者を中継台より呼ぶ時は､ダイヤル叉ほイン

パルスセソダによるから､通話 流はコンネクタより供

給される｡従って内線加入者の応答或は復旧の表示はコ

ンネクタの極性反転で感知する事になる｡従って内線側

接続回路には整流器を第4固の如く挿入し､これを 知

する必要がある｡図のSBリレーは内線加入者が応答し

第4図

Fig.4.

内 線 加 入 者 監 視 回 路

Supervisory Circuitfor Station Lines
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コンネクタの極性が反転したら動作し､これにより接続

紐の監視ランプを消す｡通話が終って内線加入者が受話

器をかければコンネクタの極性は復旧するので､SBリ

レrほ復旧する｡この時D及びEリレーの緩復旧時間

を利用しRリレーを動作させ､KTリレーの自己保持

を解いて上記のフックレリーズに使用するり

筒内線用レビータを通じて内線加入者より木中継台に

接続された場合も､内線側接続回路は上述の如く整流器

を具えてをるので､内線用レピ←･タに於てもコンネクタ

と同じく極性を反転させる如くしてある｡これをフック

レリ←ズに利用する｡

その他本中継台ほ3号C共電式市外交換機に準じた混

院防止機能を具えている｡

インパルスセンダ回路

未申継台よりのインパルス送出にはインパルスセンダ

を三主とし､ダイヤルを補助とする｡インパルスセンダは

所望番号の釦を押すのみで自動的にインパルスが送出さ

れる便利なものである｡例えば565をダイヤルする代り

に､100位の5･10位の6･1位の5の釦を次々に押

すだけで後は自然に565のインパルスが出る｡従ってダ､

イヤノLの如く指止め迄廻して又それが平常位置に戻るの

を待ってをる必要はない｡

その機能ほ標準インパルス送出回路､起動回路､イン

パルス数算出回路､

に分･れる｡

ニマムポウズ回路､桁数計算回路

標準インパルス送出回路は起動と同時に標準インパル

スを送り出しこの巾に幾つかが拾い上げられて回線に送

られる｡起動回路ほ扱者の欲する桁数に於て起動する様

になってをる｡例えば扱者が3桁のインパルスを送りた

い時ほ予め3桁だけの準備をして起動する｡インパルス

数算出回路は第5図に示す如く必ずBの点よりインパ

ルス数を算出し､絶対にAの点より算耕せぬ如くして

ある∩ これほ不完全インパルスを送出するのを防ぐため

である〔次に図に京す如くインパルスを算U･‡し終るとミ

ニマムポウズ回路によってミニマムポウズの時間を置く

これが終ると次桁に桁数計算回路が移行して再びインパ

ルスを算出し始める〔

インパルス数算出回路鳥6コのリレーで1から10迄

のインパルス数を算出し､

リレ←を使用してをる二桁

ニマムポウズ回路は 復旧

計算回路も原理ほ大体イン

パルス数算出回路と同じで6桁迄計算出来る｢

内 線 用 レ ビ ー タ

本レピ←タを利用する時､即時､待時何れの発信も可

能である一.機能の一部ほ接続回路の所で ベたので割愛

するが､フニ､-クレリーガを接続回路を通じて行い得る〈.

その他扱者が何れのレビーダを使用中であるかをチェ

…
.
:
.
助

走
;イ

第5図

Fig.5.

算出

(J侶)

第34巻 第6号

ミニマムポウズ瓦路 r-イ

桁数言十算
回路次桁

ほ移行

ン爪レス数
算出

イ ン パル ス セ ン ダ磯部説明図

DemonstrationDiagramforImpulse

Sender Circuit Facilities

断続地気-_′ ｣ …_▲‖

レビータ

レビータ用
ラインランプ

中施台

第6図 レビータのチェック回路

Fig･6･Check Circuit for Repeater

ックし得るために､Sリレーが第6図の如く RT線に

接続されてをる｢これは図の如く接続紐のチェ,･′ク

を倒すと Sリレーが動作し､これによってこのSリレ

rの属するピ㌧一夕のラインランプを点滅させる｡従って

扱者はどの接続紐がどのレビータを即ちどの回綻を使用

してをるかが分る｢倍Sリレ←ほ話中表元のため出来る

限り低抵抗であることが好ましい｡

局 線 用 レ ビ ー タ

発着両用と発信専用の2桂のレビ㌧一夕があるが､発信

専用は発着両用の着信機能を除いたものであるから､発

着両用につき説明する(.本レビータは所謂トランクホル

ダの形式を採用してをるから､インパルス歪の慣ほ無い

叉第2図より分るように内線加入者ほ0をダ､ィヤルする

ニとによって巾 台を経由しない発信も可能である1そ

の他使用中のレビータのチェ､ソク横駆は前記内線用レビ

ー･タと同じであるr

このレビーダの最も特徴とする点ほ次の点であるっ即

ち自動局で局線より着信通話の場合ほその局コンネクタ

はラ1トパーティーレリ←ズであるため､着信を受けた

lノ弓線加入者が受話器を掛け或ほ扱者が復旧

も､発

鍵を倒して

Lた局線加入者が受話器を掛けぬ限り､着信通
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第7図

Fig.7.

局線用レビータの局線との接続図

Connection Diagram betweer]Trunk

Repeater and TrunkLine

諸に使用されレビーダほ依然として局管加入者に接続さ

れてをる､一 所が在来のレビータほ内線加入者が受話器を

掛けるか､或は扱者が復旧 鍵を倒すと完全に復旧1ノて

了う｡即ち先方の局線加入者に接続されており乍ら内税

側よりの発信に対しては話中を表示tノてをらない｡従つ

て他の内税加入者がこのレピ←タを捕捉して了う可能性

がある｡これを防ぐ方法は着信通話暗く･こほレピ←∵㌢をコ

ンネクタと同じに､ラストパ←ティ←レリ←ズにすれは

よい._.従って着信受信リレーを利用Lて､着信通話の場

合にほ第7図の如く高抵抗巻線のFリレ←の巻線を適

諸国線に並列に挿入し､内線加入者が受信 をかけると

局コンネクタよりの電池てFリレ←をその日己接点て

保持する如くLナ∴ その際Fリレーの巻線は高抵抗で

あるた捏.)､局コンネクタの 流供給リレーは保拍 流不

足のために復旧し､局コソネクタより本レビーダを見た

時は本レピ㌧一夕ほ復l目したのと同様になってをる-･この

様に先方の局線加入者が受話岩謹を掛ける迄は､該Fリレ

ーがコンネクタよ て動作L.て居るから､

その間内線に対Lては話中表示をなし得るので前述の不

都合ほ除かれる√､

次に局線加入者が受話 をかけると､局コンネクタよ

第8図

Fig.8.

局線用レビータ機能の図式表示

Demonstration Diagram for Trunk

Repeater Circuit Facilities

り見ると既に本レビーダは復旧したのと同校てあるから

ラストパーティーレリ←ズの局コン′ネクタほ復旧する-‥.

ニの際第7図に京す如く局コンネクタのK=Ⅹ"接点ほ

復旧し､次いで局ラインスイ､′チの Bリレ←の

が解けて､復旧する.∴従ってこの問だけ電池の供給が断

たれるので､Fリレーほ自己保特回路を解かれ復旧す

る.従って内税に対する話中表示を失う｡この様にして

本レピ←クを着信通話の場合に限りラストパーティーレ

リ←ズとなし得る｡この間のリレー巻線､接点に流れる

儒流の関係をオ､･･シログラフで表示すると第8図の如く

なる｡

[Ⅳ]結 盲

上述した様に各種の特徴を有する無紐式中継台を全工

場の協力によって完_成L得たのてあるが､今後の無紐式

中継台の宿題である共同操作､接続蕃 の点については

肩多くの検討を壊するr更にインパルスセンダ､

ダ等についても改良すべき点を含んでいるので､

の線に沿って更に改良を続けたいと考えてをる｡
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特許弟190804号

タ ー ビン運転保安装置

特許第190791号

樋 熊 常 雄

復水器の真空度が異常に低下した場合､タービンの蒸

気消費量が急速に増加するにかかわらず､ボイラーの蒸

気発生量がこれに追従できないときは､発生蒸気中に水

分を含有しプライミソグの現象を生ずるに至る｡そのた

めタービンの推力は異常に増大し推力軸受を焼損し､タ

ービントロ-タrを損傷する事故の原因となり､なおター

ビン巽のエロ-ジョン丹こよる損傷を来すなどタ←ビンの

運転持続が危険な状態に陥るものである｡本発明はその

保安装置をこ関するもので､図面に示すように復水器の真

空度に応動する装置と､タービンの主塞止弁を

電磁式

断する

断装置とを備え､復水器の真空度が異常に低下

したとき前記応動装置を作動し､開閉器を閉路して

装置の電磁石を励磁し､その可動鉄心により危急作動機

構を作動させて主塞止弁を塞止し､タービンの運転を急

速に停止して前記事故の発生を防止するようにしたもの

である｡前記主塞止弁の塞止と関連してタ←ピンに直結

した発電機の出力回路も ○る㌦

-
7
りさ断 (滑 川)

深栖 俊一･高橋 春夫

竪朝型水車分解装置

単床式を採用した水力発電所に於ては､発電機を分解

することなしに水草を分解する方途が要請される｡この

場合水軍の最重量部品であるランナ←の吊り出しに天井

連行起重機を利用できないので分解作業は極めて困難で

ある｡未発明はこの点に鑑み図面に示すように発電機支

碑常に横洞を設け､この横洞床面に､ランナー取出口を

跨いでレールを敷設し､このレrル上に門型起重機を運

行し､この起重機を鎖線で示すように支持筒西都に引込

み､水草部品の吊り上げ及び搬出を安全且つ容易i･こ行い

得るようiこしたものである｡ (滑 川)
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